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棚底地区振興会

天
草
戦
国
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
及
び
倉

岳
支
所
建
設
工
事
の
起
工
式
が
７
月

３
０
日
現
地
で
行
わ
れ
、
関
係
者
約
７

０
人
が
工
事
の
無
事
を
祈
っ
た
。

当
日
は
、
朝
か
ら
う
だ
る
よ
う
な
暑

さ
の
中
、
開
式
の
辞
に
続
い
て
棚
底
諏

訪
神
社
、
堀
川
宮
司
に
よ
る
神
事
が
行

わ
れ
た
。
祝
詞
奏
上
な
ど
一
連
の
儀
式

の
あ
と
、
地
鎮
の
儀
で
は
、
斎
鎌
・
斎

鍬
・
斎
鋤
を
天
草
市
長
や(

株
）
佐
藤
総

合
計
画
・
取
締
役
飛
永
様
、(

株
）
有
江

建
設
・
代
表
取
締
役
大
野
様
が
そ
れ

ぞ
れ
努
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
代
表
者

に
よ
る
玉
ぐ
し
奉
奠
が
あ
り
神
事
は

滞
り
な
く
終
了
し
た
。

引
き
続
き
現
地
で
直
会
が
行
わ
れ

お
神
酒
の
代
わ
り
に
お
茶
を
拝
戴
し

た
あ
と
発
注
者
を
代
表
し
て
馬
場
市

長
が
「
倉
岳
山
か
ら
の
眺
望
は
と
て
も

素
晴
ら
し
く
、
ま
た
防
風
石
垣
な
ど
の

文
化
的
遺
産
も
多
く
魅
力
が
い
っ
ぱ

い
。
棚
底
城
を
含
む
天
草
の
中
世
城
郭

群
を
紹
介
す
る
集
大
成
と
位
置
づ
け

天
草
東
海
岸
の
玄
関
口
と
し
て
ガ
イ

ダ
ン
ス
施
設
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か

し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
。

他
に
池
田
県
議
と
楠
本
県
議
が
来
賓

あ
い
さ
つ
を
ま
た
、
佐
藤
総
合
計
画
・

取
締
役
の
富
永
様
が
設
計
者
紹
介
、
昭

和
建
設
・
代
表
取
締
役
の
佐
々
木
様

が
施
工
者
紹
介
を
さ
れ
た
。

「
天
草
戦
国
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
及
び
倉
岳
支
所

建
設
工
事
」
起
工
式
並

び
に
安
全
祈
願
祭
！

棚
底
の
ち
ょ
っ
と
し
た
話

㉗

こ
こ
に
も
棚
底
が
…

本
渡
・
大
矢
崎
に
棚
底
の

石
を
使
っ
た
記
念
碑
あ
り

本
渡
・
大
矢
崎
の
産
交
車
庫
付

近
三
叉
路
の
一
画
に
「
天
皇
陛
下

天
草
巡
行
記
念
碑
」
の
石
碑
が
あ

り
ま
す
。
昭
和
二
十
二
年
の
昭
和

天
皇
の
天
草
巡
行
記
念
と
し
て
、

ま
た
天
皇
在
位
五
十
年
を
期
と
し

て
本
渡
・
牛
深
両
市
と
天
草
郡
の

老
人
会
連
合
会
に
よ
り
各
界
の
支

援
を
得
て
昭
和
五
十
年
に
建
立
さ

れ
た
も
の
で
す
。

実
は
、
こ
の
石
材
は
倉
岳
中
腹

か
ら
取
り
出
さ
れ
た
棚
底
の
安
山

岩
で
、
棚
底
の
高
田
義
富
さ
ん
や

山
﨑
岩
作
さ
ん
、
釜
田
勝
さ
ん(

い

ず
れ
も
故
人
）
ら
の
ご
尽
力
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
あ
の
大
水
害

か
ら
三
年
し
か
経
っ
て
お
ら
ず
、

倉
岳
中
腹
に
は
大
小
の
石
が
ご
ろ

ご
ろ
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
ア

レ
グ
リ
ア
や
佐
伊
津
方
面
に
行
か

れ
る
時
は
、
前
方
に
注
意
を
さ
れ

て
チ
ラ
ッ
と
左
側
を
見
て
く
だ
さ

い
。記

念
碑
本
体
は
台
座
を
含
め
て

約
五
㍍
、
脇
に
建
立
さ
れ
て
い
る

歌
碑
や
基
礎
石
も
す
べ
て
棚
底
か

ら
運
ば
れ
た
も
の
で
す
。

棚
底
三
区

歳
川
喜
三
生

発注者を代表して挨拶される馬場市長＝式典会場

紙
面
づ
く
り
に
困
っ
た
と
き
は
、
い

つ
も
歳
川
さ
ん
に
頼
み
「
棚
底
の

ち
ょ
っ
と
し
た
話
」
を
投
稿
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
今
回
で
２
７
回
目

と
な
り
ま
す
が
、
棚
底
に
ま
つ
わ
る

興
味
深
い
話
を
ま
だ
ま
だ
沢
山
お

も
ち
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
随
時

掲
載
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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令和７年９月号

７月末

817（-4)

６月末

458 940（-1）

821

459（+1） 941

棚底地区振興会　　会報№２３７（７、９、１）

７月末 ６月末

538（-1)

高齢化率
５４.２５％

人　　口

　人口動静

世　帯　数

棚　底

浦 258（0）258 539

419(-1）

1,136（0）

宮　田 420

2,301 2,295（-6)合　計 1,136

今月の石垣散策トイレ掃除当番

体育部会 毎週 火、土曜日

倉岳小学校 毎週 木曜日

９月 ３日（水）行政相談

９月１１日（木）公民館全体講座

９月１４日（日）棚底地区敬老会

９月２１日（日）～３０日（火）

秋の全国交通安全運動

（予定のため変更になる場合あり）

振興会部会員必見！

棚
底
城
通
信
第
１
１
０
号

倉岳地区公民館主催の第２回全体講座が７月２７日

（日）午後１時３０分から棚底地区コミセン集会室で開

催され、市内外から７０名を超える参加があった。

令和８年１１月に供用開始予定のガイダンス施設の

名称が「天草戦国ミュージアム」と決まり、いよいよ８

月から建築工事が始まるのを前に「史跡整備とガイダ

ンス施設の意義について」という演題で、「肥後天草

地域の政治・軍事の変遷を知るうえで貴重な遺跡」と

して国史跡に指定され、調査整備されてきた事業の

流れや文化財保護法での位置づけ、「天草戦国ミュー

ジアム」に求められる機能などについて天草市文化課

宮崎学芸員が詳しくお話された。

その後、「棚底城と戦国茶の湯の文化」と題して利

休以前のお茶の歴史や１４、１５世紀の茶の湯の特徴、

棚底城跡から出土したお茶の道具などについて倉岳

支所の中山氏が解説された。併せて、休憩時間には

抹茶挽きの体験や宮田地区振興会による抹茶と芋羊

羹の接待があり参加者らは城主になった気持ちで味

わっておられた。
最後に、天草の自然と歴史を考える会の歳川氏か

ら「棚底城跡の天草の中世における存在意義」と題し
て棚底城をめぐる戦いや藤河栫、さかたぬきなどの地
名が掲載されている八代日記より史実を紐解いて約
１時間ご講演された。

今回、棚底城跡を色んな視点から学ぶことが出来、

「天草戦国ミュージアム」への期待が益々膨らんだ。

曙地区では、８月３日（日）振興会の年間事業の一環として

盆前環境美化作業を実施した。集落内は、過疎化で空き地

が増え、日頃から環境維持に頭を悩ましているところだ。当

日は厳しい暑さの中、朝６時から地区民総出で草刈機や鎌、

トラックなど持ち込みのうえ広場や道路、花壇などの草払い

をした。お陰様で、見違える程きれいになり、お盆を前に帰

省客らを気持ちよくお迎えすることが出来そうだ。
【挨拶並びに講師紹介のようす＝木村公民館長】

天草戦国ミュージアム・倉岳支所等の建設事業は、数

ある市の事業の中でも最も大きな規模となっています。

このため、市議会で観光文化部の事務を所管する建設

経済委員会の皆さまが７月２８日(月）に調査・視察を行

いました。

模型を用いた概要説明の後、建設予定地を訪れ、棚

底城跡との位置関係や敷地の広さ、建物の配置等を確

認しました。

７月３０日(水）に行われた起工式・安全祈願祭にも市と

共に出席され、工事が無事故で予定通りに終わるよう祈

念しました。

（天草市文化課 宮崎）

～
市
議
会
建
設
経

済
委
員
会
が
視
察

し
ま
し
た
～

【視察のようす】

盆前草刈り作業のようす＝５区


